
お客様ご提供パッド分析結果報告

ご提供いただいた専用パッドに限る結果となりますが、ご参照いただけますと幸いです。

前（お腹側） 後（背中側）

検知しやすいように吸収体(SAP)～検知
ラインのシートまで薄い切れ込みを入
れています。

赤枠で囲われている部分は尿が付着し
ている部分で、表面の不織布に染みて
いることが目視できます。
※SAP凝固歴がある部分もあり。

青枠で囲まれている部分は汗が付着し
ている部分で、表面の不織布に染みて
いることが目視できます。
※SAP凝固歴あり。

【全体分析内容】



今回ご提供頂いた専用パッドではこの部分に付着し
た尿が、切込み線から一番下の検知ラインまで浸水
した結果、アラームが発報したのではないかと考え
ております。
この部分はSAPが凝固した形跡がありました。

SAP凝固歴無し

SAP凝固歴有り

SAP凝固歴無し

SAP凝固歴無し

SAP凝固歴無し

前（お腹側）

・全体的なADC値（水分をどれくらい含んでいるか）の検証も
させて頂きましたが、乾燥状況から見ても弊社の検知基準値よ
りは高く出たため、ADC値での検知の正確性は確認することは
できませんでした。



後（背中側）

【表面水分吸収体(SAP)の凝固状態確認】

・青枠部分のSAP凝固状態を確認するため、表面不織布とバックシート内のSAPを
剥がし、確認させていただきました。
・表面不織布から見受けられた凝固歴ですが、SAP表面不織布側は確かにSAPの凝
固が確認できました。
・しかし、バックシート側（裏側）のSAPには凝固が見られませんでしたので、
おそらく背中側（お尻）汗による検知・誤発報は無いと判断させて頂きたいと思
います。

【裏面水分吸収体(SAP)の凝固状態確認】


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3

